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新谷のお喜びを申し上げます。
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2015年の年頭にあたり

　　AMDA理事長　成潭貴子

　2015年も緊急救援で幕があけまし

た。年末に東南アジアの複数の国々で

低気圧の影響による洪水

被害が発生し、１月１目

に柴田看護師と大政調整

員が関西国際空港からマ

レーシアに向かいました。

10年前の12月26目に

はスマトラ沖地震津波が

発生し、AMDAはインド

ネシア、インド、スリラ

ンカの３か国の各複数の被災地域で問

時に活動を実施しました。災害は休み

の期間や週末、そして寒い時期に起こ

ることが多いように思います。

　AMDAでは昨年より南海トラフ対応

準備を開始しています。東北の被災地

の様々な避難所での多岐にわたる活動

の経験から学んだことをいかし、そし

て何より、避難所生活か何たるかを最

もよく知る実際に避難所生活を経験さ

れた方々とともに活動することで、災

害被災者の方々に更に寄り添う支援に

していきたいと考えております。

　AMDA設立31年を迎えました。直

接間接にこれまで多くの方々のご協力

のお蔭をもって活動を継続してまいり

ました。これまでの経験を社会に還元

していくことがAMDAの責務と考え

ております。その一つの具体的な形が

人財育成事業です。海外でも岡山でも

様々な形で展間してまいります。お心

を寄せていただければ幸甚です。

　本年もよろしくお願い中し上げま

す。

　クアラルンプールに事務所を設置

して、初めての年越しを迎えました。

　AMDA30年間の実績に基づき、

本年から３ケ年計画でGPSP世界平

和パートナーシップ構想の４分野

10事業の具現化に向けて頑張りま

す。世界平和に必要な多楡匯の共存

を実現する中核のコンセプトである

「聞かれた相互扶助」の啓蒙普及で

す。GPSP事務所inクアランプール

が拠点となります。

GPSP構想に参加す

るAMDA支部及び

。提携団体のネット

J=iワークカの強化が

すべてを訣めます。

　一方、来たるべ

き南海トラフ地震

対応プログラムの準備も着々と進め

ています。第一の対象は高知県や徳

島県などの四国です。同時に京阪神

の被災地も視野に入れています。阪

ぷ窟I弧ｏ。Ｉミ

　　　ー　　　-ﾐｌ　　　　ｌ　　　ニ＝　　１　１　ｙ　。
　　　　　　　－　　　　　涵

　肖・．ｉ　”。

　12月26日、高知県とAMDAとの

大規模災宵待の支援に関する協定締

結式が、高知県庁にて執り行われま

した。調印式にはAMDAグループ代

表菅波茂と高知県知事尾崎正直氏が

出席し、今後に向けた協力などにつ

いても話し合いました。

調印式の様子写真左から尾崎高知県知事

とＡＭＤＡグループ代表音波

神淡路大震災や東日本大震災と決定

的に異なることは大規模にして広範

囲な災害になることが予想されます。

日本国内だけでは対応できずに、海

外との連携軸が不可欠という視点で

す。 GPSP世界平和パートナーシップ

構想と南海トラフ対応プログラムは

一対と考えていただければ幸いです。

「備えあれば憂いなし」ではなく、「憂

いなくして備えなし」です。

　GPSP世界平和パートナーシップ模

想のもう一つの大きな事業がグロー

バル人財育成プログラムです。日本

を担う次世代の教育です。 AMDAは

日本発のNPOとして2006年に最初

の国連経済社会理事会総合協議資格

団体として認められました。 AMDA

自体をモデルとした人財育成プログ

ラムを提携団体と作成しています。ご

期待ください。

　本年も皆様方のご理解と暖かいご

支援がいただければ望外の喜びです。
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　AMDA鎌倉クラブ設立15周年記念の

チャリティーコンサートが2014年11

月15日に鎌倉芸術館で開催されまし

た。16年続いたチャリティーコンサート

も、今回で最終回ということで、会場に

AMDAグループ代表、AMDA理事長も

お伺いし、これまでの継続的な開催とご

支援に改めて感謝をお伝えしました。

　　　　　　コンサートの様子

sogo・句a－jﾙﾉZ測ゾヤーブｰル　2Qj5.J



|回緬瞬組蝉蝉（糾㈱㈱柿畔号肺幹り畔　畔　　　　　　ｊ　　　）　　　］

　復興支援事業の一つとして「被災地回相互交流」のコンセプトをもとに行ってい

る「復興グルメＦ－１大会」。2013年１月にスタートし、第８回大会が福島県相馬

市の相馬市市民のひろばを会場に11月２目（目）に開催されました。（主催：第８

回復興グルメF-1犬合実行委員会、復興グルメF-1運営事務局、後援:AMDAほか）

　本大会は、東北沿岸部一帯の商店街　　　11月２日の大会当日は晴天に恵まれ、

などが復興に向けて一丸となり、東北　　約6500人の方々が相馬市内外から来

の現状及び情報を全国的に発信し、さ　　場し笑顔あふれる大会となりました。

らに情報や知恵を共有することで、新　　　福島県での大会開催は南相馬市で開

たな復興への協力体制を形成すること　　催された第５回大会につづき２回目。

を目的としています。各地域特色のあ　　岩手県、宮城県、福島県の10地域16

る「復興グルメ」を考案し、来場者に　　チームが参加し、絶品グルメで大会を

よる投票で「復興グルメ」のナンバー　　盛り上げました。開催前から多くの方

ワンを決定します。　　　　　　　　　　が来場し、各参加チームの代表者によ

　　　　　　……………　…………………　　る大会前の意気込みや本大会に寄せる

　　　　　　　＼　　‥‥‥‥‥　　　ｊ　思いを開くことが出来、参加者を身近

大会を盛り上げた出店者､ボランティアの

皆さんで記念撮影

は宮城県南三陸町志津川のタブの木漁

協直販所「南三陸ほたて丸ごと１枚＆

タコのつみれ団子汁」でした。

　次回、第９回復興グルメF-1大会は

岩手県大槌町での開催をを予定してい

ます。たくさんのご来場をお待ちして

おります！

に感じる大会でした。

　またヽ地元相馬のYOSAKOIなどのイ　　　　　服……liil=IJ

ベントや各地域のゆるギャラが会場を　　　第9j回1

6,500人が詰めかけた会場の様子

盛り上げました。

　優勝したのは福島県相馬市のNO

Donco NO Soma 「どんこ肝つみれ汁」、

次いで２位は宮城県石巻市鮎川浜「牡

騏の、おい！おいスターだ～に、３位

－

画一偏i睡細薗一蔀疎記齢ａﾀﾞ¨liiii疹

　多くの方に、東口本の被災他に気軽に足を運んでいただき、被災他の現状を知って

いただくため、また岡山から東北への支援メッセージを届ける意味も込めて、2013

年10月から｢復興グルメＦ－１大会｣の開催に合わせて､岡山から回催他ヘボランティ

アバスを運行しており、これまでに南三陸町(宮城県)、南相馬市(福島)、七が浜町

(宮城県)、陸前高田市(岩手県)に向けて運行しました。

大会当日出店ﾌﾞｰｽをお手伝い　一緒に完売を喜んだ

　10月31日の午後８時に岡山を出発

した一行は、車中泊を経て11月１目、

福島県相馬市に到着しました。今回は

中校生から60代の方まで、参加年齢

層も幅広く、現地合流の方も含めると、

38名が参加しました。

　到着後は、相馬市原釜地区の区長さ

んのお話を昼食時にお聞きし、その後

バスで被災地の見学。地元の方々の案

内により実際に津波が到達した地域の

－Ｊ卯'かか一沌切割ジャーナルＪパフ

-

見学のほか、現在の漁業の現状や、農

業の現状など若い方が風評被害の払

しょくに取り組む姿を拝見することがで

きました。見学後には､AMDAのスタッ

フと、復興グルメF-1運営事務局員に

よる研修会を実施し、F-1大会の意義な

どを再認識しました。

　この後、翌日の大会の準備を行い、

夕食はボランティアの方々のほか、地

元の方、またF-1大会参力日者など多く

の方を交えての交流会となりました。

　大会当日、参加者たちは、各ブース

の手伝いをし、チームの一員として大

きな声で呼び込みを行ったり、笑顔で

グルメを手渡したりとあっという問に終

了の時間となりました。

　達成感に満たされた顔で、バスに乗

り込んだ参加者の方からは「初めての

ボランティアで緊張したけど、本当に
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開催日：４月12日（日）

投
会

定

票:11時～14時

場：大槌きらり福幸商店街

員:40人
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　　　スケジュール概要

　　(変更の可能性があります)

4/10 19:00岡山駅出発　車中泊

4/11 13:00岩手県大槌町到着

　　被災地見学、大会準備

　　研修、懇親会宿泊施設泊

4/12 07:30大会運営手伝い

16:00大槌町出発　車中泊

4/13 09:30　岡山駅着づ4/13
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楽しかったに「自分もチームの一員と

して扱って下さり、被災地がすごく身

近に感じられた」「風評被害の深刻さ

を感じる場面もあったが、若い方が前

を向いて頑張っておられる姿に自分も、

頑張らなくてはと思った」などの感想

があげられました。



　　　　　参加者全員での記念撮影

そんな心境になりました。

　総本山・金剛峯寺での閉会式では、

厳粛な中、写経奉納式、相伝寺子屋・

遍路修行終了証の授与式があり、白分

たちも過分にあずかり恐縮の限りです。

　最後に焼香をしました。諸々のお礼

と東日本大震災で犠牲になった方々の

ご供善と大槌町の一目も早い復興を願

いつつ…。

　震災は悲しい出来事ではありました

が、震災が沢山のご縁をもたらして下

さいました。今後もこのご縁を大切に

していきたいと思っております。

　今回の行事絵の参加は、白分たち夫

婦にとって生涯忘れ得ぬ宝物となりま

した。また草薮寺・同形ご住職にも大

変お世話になりました。改めて感謝申

し上げます。

　一回yﾌﾟ蝕フーぷ匹4ダヤーブｰル　2∂j5.j

　東日本大震災の復興支援の一環とし

て「風評被害からの復興」への取り組

みを行っています。その一つとして､「復

興グルメＦ－１大会」を通じて、つなが

りが深まった福島県南相馬市のお米「天

のつぶ」の共同購入の呼びかけと運搬

費用の支援を実施しました。支援者の

南
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馬
か
ら
の
お
米
が
手
渡

さ
れ
た
写
真
左
か
ら
早
瀬
川

会
長
、
成
潭
理
事
長

　
a
　
~

皆様の協力のもと1.5トンを超える注文

が集まり、2014年秋に収穫された新米

が、放射能検査を経て、AMDA事務所

や各支撰者の方々に届けられました。

　さらに、12月６日には「第２回食糧

と人道支援シンポジウム　風評被害か

らの復興～起こりうる南海トラフ地震

津波に向けて」を間催しました。この

会には、福島県南相馬市役所から立谷

誠浩氏と南相馬市鹿島区認定農業者経

営改善研究会会長の早瀬川浩一氏をお

招きして、南相馬の抱える現状や復興

に向けた課題をお話しいただきました。

さらに、ディスカッションの時間には、

農家の方が直面している状況を共有頂

　　　　　　シンポジウムの様子

きました。会場は60人を超える方がお

越しくださり、参加者からは「福島県

の現状を直接聞くことのできる貴重な

会だった」「身近な「食」と『風評被害』

について改めて考えさせられた」「南海

トラフ地震に向けた課題を感じた」と

感想をいただきました。

|犀忿鸚鵬昌首皆翁翻臨燐
　東日本大震災の復興支援事業の一つとして、華蔵寺（岡山

県美咲町）との合同支援プログラムを2012年７月から実施

しています。 2012年７月には岩手県大槌町から高校生、宗

教者の方などを岡山にお招きして、交流事業を行いました。

2013年には岡山から草薮寺のご住職ほか数名の宗教者の方

が被災他を訪れ、被災他の方々との交流などを行いました。

　そして３年目となる本年は、11月22、23日の２日間で大

槌町から２名を招へいし、岡山の方々と一緒に、高野山への

登山、参拝などを行い、交流を深めました。このプログラム

に岩手県大槌町から参加した松原清氏からお手紙が届きまし

たので、以下に抜粋して紹介させていただきます。

　なお、松原氏は、震災直後の大槌町の避難所で、町内会

の役員として避難所の運営の中心的な存在として活躍され、

AMDAの医療チームの受け入れにもご協力くださいました。

またAMDA大槌クラブのメンバーとして、現在も復興支援活

　私たち夫婦は、平成26年11月22

目から23目の一泊二目の日程で高野

山・歩き遍路参拝に行ってきました。

　岡山・華蔵寺からの一行と慈尊院で

落ち合い、９時に登山を開始しました。

風雨にさらされた道を通り過ぎるたび

に霊気を感じ、大師様が歩いたこの道

を今こうして、自分の足で歩き辿ってい

ることに感慨深い気持ちになりました。

上り下りを何度も繰り返し、ようやく高

野山の大門に到着したときには達成感

で胸がいっぱいになりました。

　宿坊での夕食。お坊さんたちが作っ

た精進料理は格別においしく、残さず

いただきました。夕食後は写経です。

動にご協力いただ

いております。

写経は初めてであり、手を震わせなが

らもなんとか書き終えました。翌朝の、

朝食前の勤行も初めての体験でした。

和尚さんたちの読経が始まると、本堂

内に野太い声が響き渡り始めました。

腹の心底に伝わり何とも言えない雰囲

気となり、震災でくすぶっていた心の

奥底を、きっぱりと清められたような、
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　AMDAジャーナル2014年夏号から連載をスタートさせたインタビューシリーズ

｢支える喜び｣。第３回目となる今回は、AMDA創立周年30記念式典に遠路はるば

るご出席くださいましたファラご夫妻にお話しを伺いました。

一 一

ジブチの状況を救ってくれた

ＡＭＤＡとの出会い

ＡＭＤＡ：本日は遠方から、この日のた

めに来日していただいたとお聞きして

おります｡本当にありがとうございます。

ファラ：皆様と御一緒にAMDA創立

30周年記念式典に臨めます事は、大変

名誉な事であり、この上無い喜びでもあ

ります｡心からのお祝いを申し上げます。

ＡＭＤＡ：さて、AMDAとの出逢いにつ

いては､奥様を通してと伺っております。

ファラ：そうです。初めて菅波先生に

成田空港でお目に掛かったのは1992

年のことですから､早22年になります。

当時のアフリカ大陸では、ベルリンの

壁崩壊後のアフロペシミズム（アフリ

カ悲観主義）の大きな波に直面してお

り、多くの紛争がありました。 AMDA

の設立前から菅波代表の活動を応援し

て来た妻の勧めで、私は海外出張から

帰国したばかりの菅波代表に近隣のエ

チオピア、ソマリアから内戦を逃れジ

ブチに押し寄せて来た難民の窮状、医

療支援の必要性を訴えました。

ﾌｧﾗ駐日ｼﾞﾌﾞﾁ全権大使､ｼﾞﾌﾞﾁ厚生大臣らと４か国から

のAMDA多国籍医師団ｿﾏﾘｱ難民医療救援ﾁｰﾑｰ団

菅波代表は、その状況を瞬時に理解さ

れ、敏速にプロジェクトの準備に取り掛

かって下さり、数か月後には、スタッフ

を連れてジブチに来てくださいました。

ﾔＵＡＭＤＡジブチ事務所の設置と

Ujﾉ国家勲章オフイシエ章（勲４等）

ＡＭＤＡ：確かAMDAジブチ事務所が

設立されたのが1993年。それ以降、

ジブチ事務所を拠点に、ソマリア、スー

ダン、ケニア、ルワンダでの活動を展

開することができました。

－sogr）‘向o－んWZ詞ｼﾞｬｰﾌﾞｿレ　20j5j

ファラ:ジブチでは、人里離れた地域で、

苛酷な環境の中、AMDAの医師、看護

師、コーディネーターなど、多くの方々

が身を賭して懸命に働き、尽力したこ

とを良く知っています。だからこそこの

事実を知ったジブチ大統領は、2011年

に国家勲章オフィシエ章（勲４等）を

菅波代表に授与しました。

ブトロスガリ賞受賞と

国連経済社会理事会の資格取得へ

ＡＭＤＡ：そうでしたね。日本人で初め

てということもあり、本当に光栄に思っ

ております。

ファラ：また、私たち夫妻は、AMDA

のために国連で尽力したいとも考えま

した。実際ニューヨークの国連本部に

行き、スーダンやパキスタンの国連大

使と会いました。皆AMDAの事を知っ

ていました。そしてこれがきっかけと

なり、1995年に菅波先生は元国連事務

総長ブトロスガリ賞を受賞し、その後

AMDAの国連経済社会理事会のNGO

特殊協議資格取得にもつながりました。

ＡＭＤＡ：お蔭様でこの後、2006年に

総合協議資格に昇格いたしました。お二

人はまさにAMDAの水先案内人ですね。

30周年式典の会場で菅波代表と

平和への鍵、次世代を担う人々への

「教育」と「開かれた相互扶助」

フアラ：本日の４時間にわたる式典に

出席して素晴らしいと思ったことは、こ

の会場の雰囲気が多くの人たちの結束、

友情、相互理解による喜びにあふれて

いたこと、そして何より菅波代表が将

来構想としてAMDAを教育のツールと

して考えていらっしやることでした。
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ＡＭＤＡ：はい、これまでの経験を次世

代の教育として活かして行きたいと考

えています。

ファラ：素晴らしいですね。教育は絶

対に必要です。教育なくして、国際社

会への寛容さを生み出すことはできま

せん。他者を受け入れることもできま

せん。戦争、紛争、貧困で多くの世代

を失いました。実際、アフリカでは15

分ごとに300人をのせた飛行機が墜落

しているようなものです。多くの若い

世代が飢餓、貧困で亡くなっています。

これらの問題を解訣する持続可能なシ

ステムは「教育」でしょう。

多津子：主人が仕事をしていた

UNESCOでも教育を第一に訴えてきま

したよね。

ファラ：教育、特に女性への教育無し

には、成熟した社会の実現は難しい。

女性は、人として大切なメッセージを

次の世代に伝授できます。母親は、赤

ちゃんにとって、最初の先生だからで

す。また、その他にも、ＡＭＤＡの理念

である『オープン相互扶助』は素晴ら

しい考え方であり、21世紀をリードす

る最も重要な理念として、世界の様々

な問題を解訣して行くと確信していま

す。

ＡＭＤＡ：ＡＭＤＡの国際社会への最初の

扉をひらいてくださったのは、ファラご

夫妻なのですね。

ファラ：これは菅波先生が、私の妻を

そして私を信頼して下さったからです。

これからもAMDAを支えていきたいと

思います。これからもAMDAが、国際

社会で素晴らしい仕事をしていること

をAMDAの支援者の方々に自信をもっ

てお伝えしたいと思います。 AMDAへ

の寄附が大きなメッセージをもって、

役立てられていることを、様々な国で

私自らが見てきましたから。

ＡＭＤＡ：本日はお疲れのところ本当に

ありがとうございました。



　　　　支援物資を手渡す大政調整員

　12月末に東南アジアを襲った低気圧

により、マレー半島東海岸の５州16市

町村に大規模な洪水が発生しました。

死者16人、被災世帯は11311世帯、

避難者数は最大16万人近くに達しまし

た。（マレーシア首相府国家安全保障会

議発表）

　この状況を受け､AMDAでは医療チー

ムを１月１日に被災地に向けて派遣。

同日クアラルンプールに到着し、現地

協力団体のNGOマーシーマレーシアと

合流。情報共有および今後の活動につ

いての打ち合わせを行いました。

　３日の早朝には被害の大きかったク

ランタン州の州都・コタバル市に到着。

マーシーマレーシアのメンバーととも

に荷物の積込みを行い、被災地クアラ

クライ郡ベコック村とトゥアラン村へ陸

路で移動しました。水は引いているも

のの、泥が渇いてはこりに覆われた町

の様でした。

　2014年11月、台湾保健省国際協力

機関である台湾IHAとAMDAの合同事

業としてでトルコ東部の都市ハッカリ

で無料歯科診療プログラムを実施しま

した。

　プログラムを実施したハッカリは、ト

ルコの南東部に位置し、イランとイラ

クの国境近くに位置しており、2011年

10月に発生したトルコ東部地震の被災

地の近く。 AMDAは支援活前後の復興

支援の際に訪れており、その際から学生

の交流など支援活動を続けていました。

入歯制作のための歯科検診

　事前のニーズ調査の結果を受け、被

災地で最も必要とされている支援物資と

して、手押し車、シャベル、デッキブラ

シ２種類、水きり、ほうき、マスク、軍

手、バケツを１セットとした掃除セット

を30世帯に配布することができました。

　４日にはマーシーマレーシアの医療

チームとともに、トゥンパッ郡コクパ

シール村で巡回診療を実施しました。

コクパシール通りにテントを設置して始

まった巡回診療では、113人の診療を実

施。主な症状としては､皮膚疾患､腰痛、

高血圧症がみられました。診察を受け

た患者らは、処方薬を手にし、AMDA

医療チームに対し「遠い日本から、来て

くれてありがとう」など、それぞれ感謝

の言葉をかけてくださいました。

　マーシーマレーシアによると、今回

の災害に対して支援に入っている団体

としてはAMDAが唯一の日本のNGO。

　AMDA医療チームは５日米明に被災

り１

　１

　　　祀lj齢

巡回診療を行う柴田看護師

　事前調査により、最低限の生活をして

いる人たちが多く住んでおり、この地域

における人々の歯の健康状態に問題が

あることが分かったことから、歯科医療

プログラムを行うことを決定しました。

　2014年11月13日から15日までの

３日間で「入れ歯の提供」と、「歯科衛

生教育」を実施。入れ歯の提供は、現

地歯科医師とそのスタッフによって行

われ、歯科衛生教育も現地の歯科技師

協力の下、現地の小学校で行われまし

た。入れ歯を購入することができない

９人が、地域の中から選ばれ、３日間に

わたって、相談、歯削り、測量、型取り、

という過程を経て入れ歯を作成しまし

た。入れ歯を作成した患者からは「こ

のような治療費を払うことはできない、

再度食べ物を噛み締め、味わうことが

できるのは嬉しい」などと、感謝の言

葉を頂きました。

　また歯科衛生教育は、11月14日、

ハッカリから車で40分の場所に位置す

地を後にし、マーシーマレーシアと連

絡を取りながら、今後の状況を注視し

ていきます。

【派遣者プロフィール】

　大政朋子:GPSPクアラルンプール

　事務所長／調整員

　柴田幸江：看護師／兵庫県在住

【現地協力団体】

　マーシーマレーシア(MERCY Malaysia)
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　　　子どもたちに歯磨き方法を伝える様子

るドゥランカヤ村にある小学校で実施

しました。この小学校には５歳から11

歳の子供93人が通っており、この小学

校でこのようなプログラムが実施され

るのは初めてでした。児童たちの衛生

教育のために訪れた合同医療チームに、

教師や保護者から感謝の言葉がかけら

れました。歯磨きの重要性と、歯磨き

指導などの歯科衛生教育を行い、活動

の最後には、一人ひとりに対して歯ブラ

シと歯磨き粉のセットが配られました。

　一回印'匈り一心示4ｼﾞｬｰﾌﾟｿlﾉ　20巧ｊ



２０１４年１０月～１２月の動き

＜講演＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催

Ｏ月23目

Ｏ月25目

Ｏ月25目

Ｏ月25目

１月７日

１月14目

１月18日

１月20日

１月28日

２月２日

２月５日

西日本仏教青年会連絡協議会研修会「AMDA概要」　西日本仏教青年連絡協議会

第36回日本アーユルヴェーダ学会倉敷研究総会　招待講演「AMDAの活動を通してみえるもの」

花園地方大会　講演「大災害時における寺院の役割」

第18回へき地離島救急医療学会学術集会in徳島一般演題「国際医療活動団体による災害医療支援」

第305回川崎医学会講演会「災害支援のありかた～AMDAの活動を通じて～」

グローバル社会で活躍する人材となるために

世界で活躍する人となるために一国際協力とAMDA －

国際看護学と災害看護学

災害看護について理解を深めると共にナースの役割を学ぶ

バングラデシュガッチョハイスクールの現状や今後の交流の在り方

津山ロータリークラブ例会　卓話「AMDAの活動を通じてみえるもの」

日本アーユルヴェーダ学会

国清寺

へき地離島救急医療学会

川崎医科大学

岡山県立岡山操山中学校

岡山市立芳田小学校

倉敷翠松高等学校

岡山県立倉敷中央高等学校専攻科

玉野市立東児中学校

国際ﾛｰﾀﾘｰ第2690地区津川一ﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ

＜大学講義＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　学校名

Ｏ月３日

Ｏ月６日、９日、1･

O月９日

１月13日、20日、
１月29日

２月１日

２月９日

２月12日

　国際看護学授業

　日、16日、21日、23日、12月４日　　　医療経済学講義

　災害看護

27日、12月４日、11日、18日、20日　　国際援助と保健資源
　国際関係論（看護の国際協力）

　AMDAの活動の考え方や実際の状況

　双方向ライブ型オムニバス授業　ボランティア論　第Ｈ回「東日本大震災復興ボランティア」

　AMDAの立ち上げから現在まで、その理念と活動の実際

四ぼ

岡11

相性

福IJ

福1上

陣］

天与

即1

医療専門学校　看護学科

・建部医療福祉専門学校

市看護専門学校

平成大学看護学部

市医師会看護専門学校

大学法学部

コンソーシアム岡山

大学医学部保健学科看護学専攻

＜イベント開催および参加、協力＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　内容　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　主催

Ｏ月１日～10月３日

Ｏ月４日

Ｏ月８日～13日

Ｏ月11日、12目

Ｏ月11日

１月２日

Ｏ月31日

０月31日～11月３日
１月９日

１月11日～13目

１月12日

１月15日

１月16日

1月22日～11月24日
１月23日

１月23日

１月30日

１月30日

２月６日

２月18日

２月22日

岡出発国際貢献活動写真展（主催：岡出発国際貢献推進協議会）

第２回国際医療貢献フォーラム（主催：岡山県、AMDA）

備芸会展　AMDAパネル展（主催：備芸会）

旧大圏家住宅一般公開　AMDAパネル展（主催：一般財団法人大国家）

AMDAフードプログラム　野土路農場（新庄村）収穫祭（主催:AMDA）

第８回復興グルメF-1大会（主催：第８回復興グルメF-1大会実行委員会、復興グルメF-1運営事務局）

フィリピン農業研修生報告会およびお別れ会（主催：新庄村アジア有機農業連携活動推進協議会）

復興グルメFj大会ボランティアバスfor福島県相馬市（主催:AMDA）

総社市防災訓練（主催：総社市）

招き猫美術館開館二十周年感謝祭　AMDAアートバザール（主催：招き猫美術館）

おかやま国際塾　第４期生活動報告会（共催：岡山大学法学部、就実大学薬学部学生有志、AMDA）

チャリティーコンサートvo□6　東日本大震災復興支援　絆Ⅲkizuna（主催：ＡＭＤＡ鎌倉クラプ）

第12回一宮わくわくふれあい広場（主催：社会福祉法人金曜会わくわくワーク）

第13回小春日和の書展　ＡＭＤＡパネル展（主催：松涛書院）

フィリピン台風30号被災地復興支援チャリティ　オーボエとマリンバでいい曲いろいろコンサート　～「ありがとう」を音に込めて（主催：やかげ町屋交流館）

第３回AMDA・華蔵寺　東日本大震災３か年合同支援プログラム　第３回高野山参挿

入汪洋文、西牧尚子　～東日本大震災被災者支援～チャリティーコンサートvo1.4（主催：人汪洋文、西牧尚子、共催:AMDA）

AMDA設立30周年を祝う会（主催:AMDA設立30周年を祝う会事務局）

食糧と人道支援シンポジウム第２回テーマ：「風評被害からの復興」開催のお知らせ～起こりうる南海トラフ地震津波に向けて～（主催:AMDA）

第２回おかやま教育支援活動メニューフェア兼倉敷生涯学習研修会（主催：岡山県教育委員会・倉敷市教育委員会）

インドネシア農業技術者派遣報告会（主催：新庄村アジア有機農業連携活動推進協議会、AMDA）

＜職場体験＞

11月11日～11月14日　　　　　　　　チャレンジワーク（職場体験）　岡山県立岡山大安寺中等教育学校

＜AMDA高校生会活動＞

10月26日、11月24日、12月21日　　高校生会定例会
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　「食は命の源」をコンセプトとして行っている「アムダフードプログラム」は､2012年から岡山県県北にある新庄村の野上路（の

とろ）地区に農場を構え、スタートしました。これまでにAMDAは海外で実施してきた様々な医療支援活動を通じ、「安全、安

心な食」が健康な体を作るだけでなく、「安全、安心な食」には付加価値が付き、貧困地域の生活向上、労働意欲の向上につな

がることに着目。本プログラムを通じてアジアヘの有機農業の技術移転を目指しています。

12014年度ＡＭＤＡ野土路農場収穫祭

　10月11日、AMDA野上略農場の収

穫祭を行いました。秋晴れの空の下、

在大阪・神戸フィリピン共和国総領事

をはじめ､新庄村長､新庄村議員の方々

が来賓としてご出席くださり、AMDA

スタッフ、支板書の皆様など約60名の

方々とともに笑顔あふれる収穫祭とな

りました。

　午前中には、野上路農場に実ったひ

めのもちの稲を、実際に参加者らがカ

マをもって刈り取り、刈り取った稲を

はで干しし、子どもから大人まで汗を

かきながら収穫の喜びを実感しました。

‐

　収穫の後には、会場を新庄村有機農

業サポートセンターに移し、式典と交

流会が行われました。

　式典では、来賓の方々からそれぞれ

メッセージをいただきました。フィリピ

ン総領事からは、「AMDAの有機農業

は、子どもたちの教育にも、大変素晴

らしい取り組み。さらに農業研修生を

通して、日本とフィリピンの有機農業

の技術が向上していくことを願ってい

ます｡」とメッセージをいただきました。

また、来日していたフィリピンからの農

業研修生より、簡単な研修報告などが

2014年度フィリピンからの研修生帰国

　６月から11月までの約６か月、フィ

リピンから農業研修生２名を新庄村と

合同で招へいし、有機農業の相互研修

を実施しました。

　農薬を使わない野菜作りと、アヒル

農法での稲作を行っているAMDA野上

路農場の圃場を研修場所の中心とし、

そのほかにも新庄村内外の有機農家や

技術者の方々のほか、農業高校、農業

大学校などにもご協力いただき、充実

－

した研修を行うことができました。

キノコ栽培の研修に参加した研修生２名

ＡＭＤＡ・新庄村合同プログラム　駐日外国公館などへ農産物を寄贈

12月１日～19日にかけて、11の国と地域の15駐日外国公館への表敬訪問を行

いました｡アムダスタッフと新庄村議員･

職員が訪問し、AMDA野土路農場産の

お米と新庄村の農産品を贈呈させてい

ただきました。

　訪問時には、新庄村についての説明

のほかアムダフードプログラムや、取り

組んでいる有機農業などについての説

明をさせて頂きました。いずれの公館で

も大きな関心を示してくださいました。

パキスタン大使館で大使とともに

昏《吸塵勿か昌∂副詞勣免営寥廳し‰刎訓塵時し庭す。

入江洋文一西牧尚子ご夫妻 全日信販株式会社様
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おかやま山陽高校様

行われました。交流会では野上路ダッ

クを使ったフィリピン風スープややき

そば、農場産の野菜などを使ったバー

ベキューなどを食べながら歌と踊りで、

犬盛況となりました。

　　収穫した稲をはで干しする参加者ら

　　AMDA野土路米の取扱い

株式会社晴富

　【住所】岡山市北区平野643-1

　【電話】086-293-1711

AMDA野土路ダック料理が
食べられるレストラン

トラットリアミズオチ

　【住所】岡山市北区丸の内２丁目12-27

　【電話】086-234-1 122

晴れ国ダイニングプロポスタ

　【住所】岡山市北区中山下ﾄ9-12　1F

　【電話】086-235-1377

きこにあ

　【住所】岡山市北区新屋敷町1-10-22

　【電話】086-245-1 122

Ristorante収穫月（みのりづき）

　【住所】岡山県倉敷市西岡277-4

　【電話】086-424-6910

piatto nono

　【住所】勝田郡勝央町勝間田586-4

　【電話】0868-38-1183

　その他、ＡＭＤＡ本部事務局へ直接

お問い合わせいただければ、ご注文を

承ることができます。

　ＡＭＤＡ野土路農場産のお肉や野菜

を使ってみたいとお考えのレストラン

のオーナー様にはサンプルなどをお送

りしております。詳しくは事務局まで

お問い合わせください。

TEL : 086-252-7700

FAX : 086-252-7717

e-mail:member＠amda.orjp
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